
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 3. 保育園管理運営事業

3. 児童福祉費 9. 佐倉東保育園管理運営事業

4. 保育園費 佐倉東保育園

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 9,044 △7,065 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

1,979 1,979

1,979 1,979

　保育園は、日々保護者の委託を受けて、保育に欠ける 　保育に欠ける児童を保育園に入園させて、心身共に健 　保育に欠ける児童を保育園に入園させることにより、

乳児又は幼児を保育し、児童福祉の増進を図る。 やかに育成し、児童福祉の増進を図る。 家庭子育て支援を推進し、ひいては児童の健全育成、児童福祉の増進を

図れる。

建物の老朽化や危険防止の為、床や天井、出入り 特に、備品において年々消耗や破損等があり、買

口、給食室の側溝の修繕等が必要。又、給食においては物価の高騰や食 った時からの耐年数を考えたり、計画性を持った購入の仕方を見直す必

器類の消耗による購入品の増加、消耗品費においては、生活必需品が多 要があると思われる。

くを占めている現状である。

01 444 444 0

08 87 87 0

09 25 25 0

11 1,068 8,133 △7,065

12 320 320 0

14 35 35 0

差引一般財源 1,979 1,979 9,044 △7,065


